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林
羅
山
に
よ
る
山
鹿
素
行
へ
の
講
義
に
つ
い
て 

―
― 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
山
鹿
文
庫
『
大
學
論
語
等
聞
書
』
を
中
心
と
し
て 

―
―

石 

橋 

賢 

太 

要 

旨
山
鹿
素
行
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
林
羅
山
に
儒
学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
素
行
の
思
想
形
成
を
知
る
う
え
で
、
羅
山
か
ら
ど
の
よ
う
な
教

え
を
受
け
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
を
知
る
た
め
の
史
料
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
、
十
分
な
研

究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
山
鹿
文
庫
所
蔵
の
素
行
に
よ
る
羅
山
の
講
義
を
書
留
め
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
『
大
學
論
語
等
聞
書
』

を
用
い
て
、
羅
山
の
教
え
の
内
容
と
そ
れ
が
素
行
の
思
想
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
大
學
論
語
等
聞
書
』
は
、『
大
學
』
と
『
論
語
』

と
の
講
義
筆
記
で
あ
り
、
素
行
が
十
六
歳
の
と
き
書
か
れ
た
。
羅
山
が
、
朱
子
の
『
論
語
集
注
』
に
基
い
て
講
義
を
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
ま
た
、
羅
山
の
講
義
は
広
く
様
々
な
書
物
を
参
考
に
し
て
い
る
。
羅
山
の
講
義
の
中
で
目
立
つ
の
は
、
清
原
家
へ
の
批
判
が
多
く
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
従
来
の
権
威
を
打
破
し
て
あ
た
ら
し
い
時
代
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
意
志
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
素
行
は
そ
の
よ
う
な
羅

山
の
影
響
を
受
け
、
若
い
こ
ろ
は
朱
子
学
へ
の
尊
信
や
明
代
の
注
釈
の
活
用
な
ど
羅
山
の
教
え
に
沿
っ
た
思
想
を
展
開
し
て
い
た
。
だ
が
、
や
が

て
素
行
が
独
自
の
思
想
を
確
立
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
羅
山
か
ら
の
影
響
は
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
羅
山
か
ら
の
影
響
が
生
涯

残
り
続
け
た
と
思
わ
れ
る
面
も
あ
る
。
今
後
、
羅
山
や
素
行
の
思
想
史
的
位
置
を
考
え
る
う
え
で
も
、『
大
學
論
語
等
聞
書
』
の
さ
ら
な
る
研
究
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
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は
じ
め
に 

  

山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
～
一
六
八
五
）
は
山
鹿
流
を
創
設
し
た
兵
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
世
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
批
判
の
嚆
矢

の
儒
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
素
行
の
儒
学
に
お
け
る
師
は
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
で
あ
る
。
素
行
は
幼
い
こ
ろ
か

ら
父
の
方
針
で
学
問
を
学
ん
で
い
た
が
、
九
歳
の
こ
ろ
に
羅
山
の
門
に
入
り
、
正
式
に
儒
学
を
学
び
は
じ
め
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い

て
、
素
行
の
自
伝
的
著
作
で
あ
る
『
配
所
殘
筆
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

一
、
九
歳
の
時
、
稻
葉
丹
後
守
殿
御
家
來
塚
田
杢
助
我
れ
等
親
近
付
故
、
我
れ
等
を
林
道
春
老
の
弟
子
に
仕
度
由
頼
入
れ
候
。
杢
助

次
手
候
て
、
右
の
段
、
丹
後
守
殿
へ
申
上
候
へ
ば
、
幼
少
に
て
學
問
仕
候
事
奇
特
成
る
由
被
仰
、
於
御
城
道
春
へ
直
に
丹
後
守
殿
頼

み
被
下
候
。
就
夫
、
杢
助
拙
者
を
同
道
仕
候
て
道
春
へ
参
り
候
。
道
春
・
永
喜
一
座
に
て
、
我
れ
等
に
論
語
の
序
、
無
點
の
唐
本
に

て
よ
ま
せ
被
申
候
。
我
れ
等
よ
み
候
へ
ば
、
山
谷
を
取
出
し
候
て
被
為
讀
候
。
永
喜
被
申
候
は
、
幼
少
に
て
如
此
讀
み
候
事
き
と
く

に
候
、
乍
然
田
舎
學
問
の
者
、
師
を
仕
候
と
相
み
え
、
點
惡
敷
候
由
被
申
候
。
道
春
も
永
喜
同
意
に
被
申
候
て
感
悦
被
仕
、
別
し
て

念
比
に
候
て
、
十
一
歳
迄
、
以
前
讀
み
候
書
物
者
共
又
點
を
改
め
、
無
點
の
本
に
て
讀
み
直
し
候
。
（
『
配
所
殘
筆
』

 

（
1
）

） 

 

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
素
行
は
九
歳
の
と
き
に
稲
葉
丹
後
守
や
そ
の
家
臣
で
あ
る
塚
田
杢
助
が
仲
介
役
と
な
り
、
羅
山
に
面
会
す
る
機
会

を
得
た
。
そ
の
場
で
羅
山
と
永
喜
（
羅
山
の
弟
）
と
に
学
力
を
認
め
ら
れ
て
門
弟
と
な
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
寛
永
七
年
（
一

六
三
〇
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
羅
山
は
四
八
歳
で
あ
っ
た
。

 

（
2
）
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引
用
に
は
永
喜
が
そ
れ
ま
で
の
素
行
の
師
を
批
判
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
幼
少
の
身
で
独
学
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
に
素
行
に
教
え
を
与
え
た
人
物
に
つ
い
て
の
記
録
は
一
切
残
っ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
人
物
が
い

た
と
し
て
も
、
か
な
り
短
い
期
間
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
が
本
格
的
に
儒
学
を
学
ん
だ
の
は
林
家
に
お
い
て
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
素
行
が
何
歳
ご
ろ
ま
で
羅
山
に
教
え
を
受
け
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

 

（
3
）

十
代
の
時
期
は
羅
山
の
も
と

で
学
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
成
立
の
『
山
鹿
語
類
』
の
門
人
に
よ
る
序
に
は
「
先
生
（
素
行
の
こ
と
―
引

用
者
注
）
、
四
書
諺
解
五
十
餘
冊
を
述
す
。
大
概
羅
山
林
道
春
の
講
意
を
宗
と
す
」
（
『
山
鹿
語
類
』
序

 
 
 

（
4
）

）
と
あ
る
。
こ
の
「
四
書
諺
解
」

と
は
現
存
は
し
て
い
な
い
が
、
素
行
の
日
記
で
あ
る
『
年
譜
』
に
よ
る
と
一
六
～
一
八
歳
の
期
間
に
著
し
た
書
だ
と
い
う
。

 

（
5
）

つ
ま
り
、
す

く
な
く
と
も
十
代
後
半
ま
で
の
素
行
は
、
羅
山
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
堀
勇
雄
の
区
分
で
は
素
行
の
生
涯

に
お
け
る
「
修
学
時
代
」
と
さ
れ
、

 

（
6
）

い
ま
だ
一
家
の
学
を
成
す
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
の
ち
に
「
古
学
派
」
の
一
人
と
し
て
、

伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）・
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
素
行
の
儒
学
の
基
礎
は

羅
山
の
も
と
で
培
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
素
行
の
思
想
形
成
の
過
程
を
知
る
う
え
で
羅
山
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
え

を
受
け
た
の
か
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
両
者
に
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
、
羅
山
か
ら
素
行
へ
ど
の
よ
う
な
教
え
が
あ
っ
た
の

か
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

 

（
7
）

そ
れ
を
窺
い
知
る
史
料
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
実
は
、

羅
山
の
講
義
を
書
留
め
た
素
行
の
ノ
ー
ト
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
山
鹿
文
庫
所
蔵
の
『
大
學
論
語
等
聞
書
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
題

名
が
示
す
通
り
、
『
大
學
』
『
論
語
』
に
つ
い
て
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
大
學
』
と
『
論
語
』
と
は
と
も
に

朱
子
学
の
基
本
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
四
書
」
の
一
篇
を
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
四
書
の
講
義
は
朱
子
学
者
羅
山
の
教
育
の
根
幹
を
な
す
も

の
と
考
え
ら
れ
、
羅
山
の
教
え
を
知
る
う
え
で
格
好
の
対
象
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
同
書
か
ら
見
え
る
羅
山
の
講
義
内
容
の
特
色
、
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及
び
そ
れ
が
素
行
の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

一
、
『
大
學
論
語
等
聞
書
』
に
つ
い
て 

  

ま
ず
は
、
本
稿
で
取
扱
う
『
大
學
論
語
等
聞
書
』（
以
下
『
聞
書
』
と
略
記
）
が
ど
の
よ
う
な
書
物
な
の
か
、
収
蔵
状
況
や
形
態
な
ど
を

見
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
く
。 

 

本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
聞
書
』
は
山
鹿
文
庫
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
山
鹿
文
庫
と
は
、
素
行
の
時
代
か
ら
受
継
が
れ
て
き

た
、
山
鹿
家
の
蔵
書
で
あ
る
。
現
在
、
同
文
庫
は
そ
の
す
べ
て
が
、
素
行
の
子
孫
の
方
か
ら
東
京
都
立
川
市
の
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
。

 

（
8
）

山
鹿
文
庫
に
は
素
行
当
時
か
ら
の
も
の
に
加
え
、
の
ち
に
素
行
の
子
孫
な
ど
が
入
手
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
数
量
は
書
籍
と
図
版
と
を
合
わ
せ
一
三
〇
〇
点
を
超
え
る
。
中
に
は
素
行
自
筆
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
『
聞
書
』
も
素
行
自
筆
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
重
要
文
化
財
指
定
を
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

な
お
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、『
聞
書
』
の
存
在
自
体
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て

新
発
見
の
史
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
戦
前
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
移
転
す
る
以
前
の
山
鹿
文
庫
（
当
時
は
長
崎
県
の
平

戸
に
あ
り
、「
素
行
文
庫
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
調
査
し
た
、
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
の
編
者
廣
瀬
豊
は
『
聞
書
』
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
林
子
」（
後
述
―
引
用
者
注
）
は
林
羅
山
で
、『
大
學
』『
論
語
』
の
講
義
筆
記
で
あ
る
。
故
に
勿
論
先
生
（
素
行
を
指
す
―
引
用
者

注
）
の
純
粹
の
著
述
で
は
な
い
が
、
自
己
の
意
見
を
以
て
要
點
と
思
ふ
點
を
筆
記
し
た
半
ば
自
作
の
文
で
あ
る
か
ら
準
著
述
と
見
る
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こ
と
が
で
き
る
。
（
「
遺
著
解
題
（
一
）」
）

 

（
9
）

 

 
こ
の
よ
う
に
素
行
研
究
の
史
料
と
し
て
の
意
義
を
説
い
て
は
い
る
が
、
活
字
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
ほ
ぼ

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

次
に
『
聞
書
』
自
体
を
見
て
い
く
。
同
書
は
一
つ
の
書
物
と
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
三
冊
を
一
つ
に
合
本
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
便
宜
上
、
こ
の
三
冊
を
順
番
に
「
第
一
冊
」
「
第
二
冊
」
「
第
三
冊
」
と
呼
称
す
る
。
第
一
冊
は
『
大
學
』
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
『
大
學
』
全
編
で
は
な
く
、
朱
子
に
よ
る
序
か
ら
伝
三
章
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
残
り
の
二
冊
は
『
論
語
』

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
一
部
分
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
冊
に
は
表
紙
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
々
頁
の
冒
頭
に
ま
ず

学
而
篇
第
六
章
の
解
説
と
思
わ
れ
る
記
述
が
一
行
だ
け
あ
り
、
そ
の
次
の
行
か
ら
同
第
七
章
の
解
説
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、

第
二
冊
で
は
為
政
篇
第
六
章
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
三
冊
は
表
紙
に
は
「
子
路 

憲
問
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
残
っ
て
い
る
の
は
子

路
篇
の
一
部
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
三
冊
と
も
明
ら
か
に
途
中
で
は
じ
ま
っ
た
り
終
わ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
素
行
が
若
い
と
き
に
書

い
た
ノ
ー
ト
を
後
年
に
な
っ
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
時
点
で
残
存
し
て
い
た
も
の
を
一
つ
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
一
つ
に
ま
と

め
た
の
が
具
体
的
に
い
つ
の
時
期
な
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
は
『
大
學
』
『
論
語
』
の
現
存
し
て
い
な
い
部
分
に
加
え
、
『
中

庸
』『
孟
子
』
も
含
め
た
四
書
す
べ
て
の
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
現
在
は
何
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
も
詳
細

は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

現
在
の
形
態
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
確
だ
が
、
も
と
の
ノ
ー
ト
が
書
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
第
二
冊
の
表
紙

に
は
「
寛
永
十
四
」
と
「
林
子
先
生
踊
意
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
寛
永
十
四
年
は
西
暦
一
六
三
七
年
に
あ
た
り
、
こ
の
と
き
素
行
は
十
六

歳
で
あ
っ
た
。「
林
子
」
と
は
当
然
、
羅
山
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
が
寛
永
十
四
年
の
一
年
間
に
書
か
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れ
た
も
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
前
後
の
時
期
に
素
行
が
羅
山
か
ら
受
け
た
講
義
を
書
留
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
素
行
存
命
時
に
、
弟
子
の
磯
谷
義
言
が
素
行
の
蔵
書
を
調
査
し
た
『
積
徳
堂
書
籍
目
録
』
に
も
『
聞
書
』
の
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
予
十
二
三
歳
時
之
れ
を
書
す
」
と
あ
り
、

 

（
10
）

三
～
四
年
の
開
き
が
あ
る
。
廣
瀬
豊
は
素
行
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、

 

（
11
）

こ
の
あ
た
り
も
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。 

 

次
に
『
聞
書
』
の
記
述
の
仕
方
を
見
て
み
よ
う
。
文
体
は
片
仮
名
混
じ
り
の
和
漢
混
交
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
形
式
と
し
て
は
、『
大
學
』

『
論
語
』
の
本
文
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
分
の
み
を
冒
頭
に
掲
げ
た
う
え
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
『
聞
書
』
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
は
朱
子
の
『
四
書
集
注
』（
所
謂
「
新
注
」
）
に
完
全
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。『
聞
書
』
で

は
経
書
の
本
文
に
先
立
っ
て
注
釈
の
解
説
が
な
さ
れ
、
そ
の
注
釈
を
踏
ま
え
て
本
文
を
理
解
し
て
い
く
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
際
の
注
釈
は
す
べ
て
『
四
書
集
注
』
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
冊
す
べ
て
に
共
通
し
た
姿
勢
で
あ
り
、
『
大
學
』
『
論
語
』
の
ど
ち

ら
も
こ
の
形
式
で
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
注
尊
重
の
姿
勢
は
、
朱
子
学
の
信
奉
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
羅
山
の
志
向
を
如
実

に
表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
こ
ま
で
が
、『
聞
書
』
の
形
式
的
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
次
節
で
は
、
実

際
の
『
聞
書
』
の
記
述
に
即
し
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

二
、
講
義
の
性
格 

  

ま
ず
は
『
聞
書
』
の
実
際
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
第
二
冊
、
『
論
語
』
に
つ
い
て
の
講
義
の
最
初
の
部
分
を
掲
げ
る
。 
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好
色 

 
 

尚
書
ニ
モ
―
―
違
難
也
。
朱
子
女
色
ヲ
好
ム
人
者
只
ニ
無
偽
上
ニ
ハ
又
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
セ
ヌ
フ
リ
ヲ
ス
ル
也
。 

 
 

伊
川
ノ
賢
々
易
色
也
。
人
者
善
ク
賢
人
ヲ
ス
ル
ト
道
心
ヲ
教
フ
也
。 

 
 

一
、
翁
ノ
曰
、
サ
ハ
ア
リ
サ
ウ
ナ
レ
ト
モ
朱
子
ノ
ハ
大
学
中
庸
ニ
ア
ル
故
也
ト
言
也
。 

 
 

前
漢
書
ハ
賢
々
易
（
ア
ナ
ド
ル
）
色
ヲ
ト
云
。
顔
師
古
ガ
説
也
。

 

（
12
）

 

 

こ
れ
は
学
而
篇
第
七
章
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
」
で
は
じ
ま
る
章
の
解
説
で
あ
る
。
朱
子
の
『
論
語
集
注
』
で
は
、
こ
の
章
に
つ
い
て
「
人

の
賢
を
賢
と
し
て
其
の
色
を
好
む
の
心
に
易
ふ
る
は
、
善
を
好
み
誠
有
る
な
り
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

 

（
13
）

」
と
注
釈
し
て
い
る
。『
聞
書
』

の
解
説
は
、
こ
の
中
の
傍
線
を
附
し
た
部
分
、「
色
を
好
む
」
（
「
好
色
」
）
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
解
説
で
は
じ
め
に
目
に
留
ま
る
の
が
「
尚
書
」
の
語
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
『
尚
書
』
（
『
書
経
』
）
の
記
述
を
参
考
と
し
て
出
し

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。『
聞
書
』
は
、
こ
の
よ
う
に
他
の
経
書
を
参
照
す
る
に
す
る
こ
と
が
数
多
く
あ
る
。

 

（
14
）

ま
た
引
用
の
後
半
部
に
は
「
前

漢
書
」
（
『
漢
書
』
）
の
名
が
見
え
、
さ
ら
に
当
該
箇
所
の
顔
師
古
の
注
釈
に
も
言
及
し
て
い
る
。

 

（
15
）

 

 

こ
の
よ
う
に
『
聞
書
』
は
、
羅
山
が
全
体
に
わ
た
っ
て
広
汎
な
書
籍
を
参
照
し
な
が
ら
講
義
を
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
点
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
読
書
家
た
る
羅
山
の
面
目
躍
如
と
い
え
よ
う
。『
聞
書
』
中
に
見
え
る
書
籍
は
、
そ
の
書
名
が
挙
が
っ

て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
四
書
五
経
と
い
っ
た
儒
教
の
経
書
だ
け
に
限
ら
ず
多
岐
に
わ
た
る
。
分
野
別
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
書
名
は
原
文
の
表
記
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
括
弧
内
に
補
足
を
加
え
た
。 

〇
経
書
及
び
関
連
書 

「
易
」「
尚
書
」「
詩
」（
『
詩
経
』
）「
礼
記
」「
大
学
」「
中
庸
」「
論
語
」「
孟
子
」「
孝
経
」「
古
注
」「
注
疏
」「
大
全
」（
『
四
書
大
全
』
）「
釈

文
」
（
『
経
典
釈
文
』
）「
尓
雅
」
（
『
爾
雅
』

 

（
16
）

） 



林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 

 － 167 －

〇
史
書 

「
史
記
」
「
前
漢
書
」
（
『
漢
書
』
）
「
後
漢
書
」
「
通
鑑
」
（
『
資
治
通
鑑
』
） 

〇
諸
子
百
家 

「
荀
子
」
「
六
ト
ウ
」
（
『
六
韜
』
） 

〇
文
集 

「
白
氏
文
集
」 

〇
唐
代
儒
学 

「
原
道
」 

〇
宋
代
儒
学 

「
太
極
ノ
図
説
」
（
『
太
極
圖
説
』
）
「
二
程
全
書
」
「
近
思
録
」
「
朱
子
大
全
」 

〇
仏
書 

「
涅
槃
経
」
「
天
台
ノ
法
華
」
（
『
法
華
経
』
か
） 

〇
和
書 

「
源
氏
」
（
『
源
氏
物
語
』
） 

〇
詳
細
不
明
な
も
の 

「
来
学
客
書
」 

書
名
が
挙
が
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
取
上
げ
て
も
、
こ
れ
だ
け
多
く
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
『
集

注
』
の
記
述
に
合
わ
せ
て
見
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
る
が
（
特
に
四
書
）
、
中
に
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
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る
。
最
た
る
例
が
『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
和
書
を
例
に
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
集
注
』
や
そ
の
他
の
宋
儒
の
記

述
に
『
源
氏
物
語
』
が
出
て
く
る
は
ず
は
な
い
。
日
本
の
こ
と
を
例
に
用
い
る
の
は
、
聴
く
相
手
に
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
講

義
し
よ
う
と
い
う
、
羅
山
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。

 

（
17
）

 

 

ま
た
、
書
名
を
挙
げ
ず
に
人
名
の
み
に
言
及
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
『
聞
書
』
に
挙
が
っ
て
い
る
人
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、

前
記
の
書
名
か
ら
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
物
（
二
程
子
、
朱
子
な
ど
）
は
、
こ
こ
に
は
除
い
て
い
る
。 

「
宋
ノ
河
少
川
」「
宋
ノ
陳
道
甫
」「
王
陽
明
」「
司
馬
」（
司
馬
光
）「
後
漢
ノ
カ
キ
」（
賈
逵
）「
サ
セ
イ
ア
ン
」「
明
ノ
李
南
黎
」「
新
宇
甫
」 

「
サ
セ
イ
ア
ン
」
や
「
李
南
黎
」
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
未
詳
で
あ
る
。
私
が
調
べ
て
切
れ
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、

あ
る
い
は
羅
山
が
講
義
に
際
し
て
参
照
し
た
書
物
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
す
る
と
と
も
に

後
学
の
た
め
に
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

 

こ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
王
陽
明
で
あ
ろ
う
。『
傳
習
録
』
な
ど
の
書
名
こ
そ
見
え
な
い
が
、
羅
山
が
朱
子
学
に
基
い
た
講
義

を
す
る
と
き
に
、
陽
明
学
の
存
在
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

 

ま
た
、
書
名
の
と
き
と
同
様
に
人
名
で
も
日
本
人
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
目
に
附
く
の
が
博
士
家
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。
『
聞
書
』
中
に
は
博
士
家
の
名
を
出
す
こ
と
が
多
く
あ
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
批
判
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
大

學
』
傳
二
章
の
解
釈
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

清
家
ノ
点
ニ
ハ
、
自
新
ノ
注
ヲ
ミ
ソ
コ
ナ
フ
テ
新
民
（
民
を
新
に
す
）
ト
本
文
ヲ
ヨ
メ
リ
。
ソ
レ
ハ
ア
シ
ヽ
。
自
新
ト
ア
レ
ハ
、
新

民
（
新
た
に
す
る
民
）
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
。

 

（
18
）
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こ
こ
で
羅
山
は
、「
清
家
」
す
な
わ
ち
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
の
『
大
學
』
の
訓
読
の
仕
方
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
學

章
句
』
内
の
「
自
新
」

 

（
19
）

の
読
み
方
が
た
だ
し
く
な
い
た
め
に
本
文
の
「
親
民
」
の
読
み
方
も
誤
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
清
原
家
で
は
当
該
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
清
原
宣
賢
の
『
大
學
聴
塵
』
を
見
て
み
よ
う
。 

 

自
ら
新
に
し
、
民
を
新
に
し
て
皆
至
善
に
止
め
ん
こ
と
を
欲
す
。

 

（
20
）

 

 

羅
山
が
い
っ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
、
朱
子
の
注
釈
に
「
自
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、「
民
を
新
に
す
」
と
「
民
」
を
新
た
に
す
る
と
い
う
行

為
の
対
象
と
見
る
の
で
な
く
、
民
が
み
ず
か
ら
新
た
に
な
る
と
「
民
」
を
主
語
と
し
て
読
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に

清
原
家
で
は
「
民
を
新
に
す
」
と
読
ん
で
い
る
。
羅
山
の
見
解
の
妥
当
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
羅
山
の
批
判
は
こ
の
よ
う
な
清
原
家
の

理
解
を
踏
ま
え
た
う
え
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

武
田
祐
樹
は
、
か
つ
て
博
士
家
に
学
ん
だ
羅
山
が
の
ち
に
博
士
家
に
強
い
対
抗
心
を
持
っ
て
み
ず
か
ら
の
学
問
を
形
成
し
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

 

（
21
）

特
に
、
博
士
家
の
新
注
古
注
を
取
り
混
ぜ
た
経
書
解
釈

 
 

（
22
）

に
対
し
、
羅
山
は
批
判
的
だ
っ
た
と
い
う
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う

に
、『
聞
書
』
は
テ
キ
ス
ト
を
新
注
に
統
一
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
博
士
家
に
対
す
る
批
判
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

（
23
）

先
の

引
用
書
の
一
覧
に
は
「
古
注
」
や
「
注
疏
」
な
ど
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
新
注
の
比
較
対
象
に
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
山
は
あ
く
ま
で
意

図
的
に
新
注
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
羅
山
の
講
義
は
先
行
す
る
中
世
の
博
士
家
の
議
論
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
を
乗
越
え
て
あ
ら
た
な
時
代
を
切
開
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
際
し
て
広
く
諸
書
を
参
照
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
陽
明
学
の
よ
う
な
明
代

の
も
の
や
和
書
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
が
『
聞
書
』
か
ら
見
え
る
、
羅
山
の
講
義
の
特
色
で
あ
る
。 
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三
、
素
行
へ
の
影
響
（
一
）
―
前
期
の
思
想
と
の
関
連 

  

前
節
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
こ
こ
か
ら
は
羅
山
の
講
義
が
素
行
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
『
聞

書
』
か
ら
時
期
が
近
い
、
三
十
代
ま
で
の
素
行
の
思
想
と
の
関
連
か
ら
見
て
い
く
。 

 

素
行
の
思
想
的
変
遷
は
、
四
四
歳
の
『
山
鹿
語
類
』（
特
に
「
聖
學
篇
」
）
の
完
成
、
及
び
そ
の
要
約
で
あ
る
『
聖
教
要
録
』
の
刊
行
を

大
き
な
画
期
と
す
る
。
こ
の
両
書
に
よ
っ
て
、
所
謂
「
朱
子
学
批
判
」
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
素
行
の
思
想
を
研

究
す
る
場
合
は
こ
の
「
朱
子
学
批
判
」
の
思
想
を
形
成
し
て
以
降
の
時
期
を
対
象
と
す
る
。
本
節
で
は
素
行
が
独
自
の
思
想
を
現
す
、
こ

の
時
期
に
至
る
前
の
思
想
と
羅
山
の
講
義
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

素
行
が
『
山
鹿
語
類
』
と
『
聖
教
要
録
』
と
を
著
す
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
曲
折
を
経
て
お
り
、
一
言
で
表
す
こ
と
は
難
し
い
。

 

（
24
）

だ
が
、

儒
学
の
面
で
は
程
朱
学
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
た
と
え
ば
、『
配
所
殘
筆
』
で
は
み
ず
か
ら
の
前
半
生
を
振
返
っ
て
次
の

よ
う
に
い
う
。 

 

學
問
の
筋
、
古
今
共
に
其
の
品
多
し
。
是
れ
に
依
つ
て
儒
佛
神
道
共
に
各
々
其
の
一
理
有
之
事
に
候
。
我
れ
等
事
、
幼
少
よ
り
壯
年

迄
、
專
ら
程
子
・
朱
子
の
學
筋
を
勤
め
、
依
之
其
の
比
我
れ
等
述
作
の
書
は
、
皆
程
朱
の
學
筋
迄
に
候
。
（
『
配
所
殘
筆
』

 

（
25
）

） 

 

若
き
素
行
に
と
っ
て
儒
学
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
程
朱
学
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
に
曲
折
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
老
荘
や

神
道
な
ど
他
の
思
想
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
儒
学
で
は
な
が
ら
く
程
朱
学
に
よ
っ
て
い
た
。
漢
唐
の
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訓
詁
学
や
陽
明
学
に
心
を
惹
か
れ
た
こ
と
は
、
素
行
の
生
涯
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
は
羅
山
の
教
え
が
大
き
く
作
用
し
て
い
よ
う
。
そ
も
そ
も
現
代
に
お
い
て
は
近
世
に
朱
子

学
が
広
く
行
き
わ
た
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
羅
山
の
当
時
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う

に
、
博
士
家
で
は
古
注
と
新
注
と
を
併
用
し
て
お
り
、
ま
た
羅
山
の
師
に
あ
た
る
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
も
『
大
學
』
の

「
親
民
」
を
「
民
に
親
し
む
」
と
読
む

 
 
 

（
26
）

な
ど
、
全
面
的
に
朱
子
学
に
沿
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
学
問
状
況
の
中
で
、
羅

山
は
新
注
の
み
に
よ
る
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
講
義
の
中
で
は
従
来
の
権
威
で
あ
っ
た
博
士
家
を
直
截
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
講
義
が
、
聴
く
者
に
あ
ら
た
な
時
代
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
素
行
も
、
羅
山
の
講
義

か
ら
朱
子
学
こ
そ
が
儒
学
の
正
統
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
得
た
の
だ
ろ
う
。 

 

次
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
羅
山
が
宋
以
降
の
書
物
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
聞
書
』
の
中
に
も
「
大
全
」
＝
『
四
書
大
全
』

の
名
が
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
羅
山
は
元
・
明
の
注
釈
を
よ
く
参
照
し
て
い
た
。

 

（
27
）

素
行
も
あ
る
時
期
ま
で
は
、
自
身
の
著
作
で
明
代
の
書

籍
を
た
び
た
び
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
十
代
（
三
五
歳
）
に
書
か
れ
た
『
修
教
要
録
』
で
は
「
知
新
日
録
に
曰
く
」

 

（
28
）

と
い
う
引

用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
「
知
新
日
録
」
と
は
、
『
四
書
知
新
日
録
』
を
指
す
。
『
修
教
要
録
』
に
は
『
四
書
知
新
日

録
』
の
引
用
が
数
多
く
見
え
る
。
同
書
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
羅
山
も
好
ん
で
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

 

（
29
）

ま
た
、『
四

書
知
新
日
録
』
以
外
に
も
、『
修
教
要
録
』
に
は
明
代
の
書
物
の
引
用
が
い
く
つ
か
あ
る
。
朱
子
学
を
信
奉
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
程

朱
当
時
の
書
物
だ
け
を
参
照
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
中
国
に
お
け
る
経
学
の
進
展
を
踏
ま
え
よ
う
と
す
る
素
行
の
姿
勢
は
、
羅
山

の
そ
れ
と
共
通
す
る
。
も
し
羅
山
の
も
と
で
学
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
素
行
も
明
代
の
も
の
に
多
く
触
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。 

 

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
四
十
代
に
な
っ
て
、
素
行
の
思
想
は
大
き
な
転
回
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
羅
山
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か
ら
受
け
た
影
響
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
明
代
の
書
籍
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
あ
る
時
期
に
は
っ
き
り
と
や
め
て
い
る
。

素
行
は
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。 

 
寛
文
の
初
、
我
れ
等
存
候
は
、
漢
・
唐
・
宋
・
明
の
學
者
の
書
を
見
候
故
、
合
點
不
參
候
哉
、
直
に
周
公
・
孔
子
の
書
を
見
申
候
て
、

是
れ
を
手
本
に
仕
候
て
、
學
問
の
筋
を
正
し
可
申
存
じ
、
そ
れ
よ
り
不
通
に
後
世
の
書
物
を
ば
不
用
、
聖
人
の
書
迄
を
晝
夜
勘
へ
候

て
、
初
め
て
聖
學
の
道
筋
分
明
に
得
心
仕
候
て
、
聖
學
の
の
り
を
定
候
。
（
『
配
所
殘
筆
』

 

（
30
）

） 

 

寛
文
の
は
じ
め
ご
ろ
は
、
素
行
が
四
十
代
に
入
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。

 

（
31
）

素
行
は
こ
の
こ
ろ
に
明
代
の
も
の
を
含
む
、
漢
代
以
降
の
中
国
の

書
籍
を
参
照
す
る
こ
と
を
や
め
た
と
い
う
。
そ
の
際
に
素
行
の
目
に
映
っ
た
の
は
、
元
来
の
儒
教
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
中
国
儒
教

の
姿
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
素
行
が
目
指
し
た
の
は
、「
漢
・
唐
・
宋
・
明
」
の
注
釈
を
捨
て
て
、
「
周
公
孔
子
の
書
」
に
回
帰
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
に
は
明
代
の
儒
学
と
い
え
ば
陽
明
学
を
指
す
と
考
え
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
素
行
は
そ
の
生
涯
を
通
じ

て
陽
明
学
に
惹
か
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。『
修
教
要
録
』
で
の
参
照
の
仕
方
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
い
う
「
明
」
と
は
、
明
代

の
朱
子
学
系
の
儒
者
の
注
釈
書
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
朱
子
学
を
正
統
と
定
め
、
そ
の
理
解
の
た
め
に
元
・
明
の
注
釈
を

参
考
に
す
る
と
い
う
、
羅
山
の
方
法
論
の
否
定
を
意
味
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
素
行
の
前
半
生
に
お
い
て
羅
山
の
影
響
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
三
十
代
ま
で
の
素
行
は
、

羅
山
の
作
り
出
し
た
方
向
性
に
沿
っ
て
自
身
の
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
羅
山
か
ら
の
教
え
は
、
な
が
ら
く
素
行
の
中

で
血
肉
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
代
に
書
か
れ
た
『
修
教
要
録
』
が
、
程
朱
学
を
中
心
と
し
て
明
代
の
書
物
を
参
照
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
や
が
て
羅
山
か
ら
学
ん
だ
方
法
論
は
素
行
の
中
で
違
和
感
を
覚
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
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の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
程
朱
学
へ
の
尊
信
や
元
・
明
の
書
物
を
参
照
す
る
こ
と
を
や
め
た
と
き
、
素
行
は
独
自
の
思
想
を
形
成
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
素
行
の
思
想
的
転
回
は
様
々
な
原
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
羅
山
の

方
法
論
を
乗
越
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

四
、
素
行
へ
の
影
響
（
ニ
）
―
転
回
以
降
の
思
想
と
の
関
連 

  

前
節
で
は
、
素
行
が
独
自
の
思
想
を
作
り
上
げ
る
過
程
で
、
羅
山
の
方
法
論
を
乗
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ
で
は
、

羅
山
か
ら
受
け
た
教
え
は
、
の
ち
の
素
行
に
す
べ
て
否
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
聞
書
』
に
見
え

る
羅
山
の
講
義
に
は
、
後
々
ま
で
素
行
に
受
継
が
れ
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
の
一
つ
が
和
漢
の
書
籍
を
隔
て
な
く
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
素
行
は
若
い
こ
ろ
か
ら
日
本
の
歴
史
へ
の
関
心
が
高
く
、
十
代
に
し
て

神
道
の
伝
授
も
受
け
て
い
る
。

 

（
32
）

ま
た
、
早
く
か
ら
和
学
を
学
習
し
た
集
大
成
と
し
て
『
中
朝
事
實
』
の
著
が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
日
本
の
神
々
の
教
え
と
古
代
儒
教
と
が
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
の
書
は
、
素
行
が
四
九
歳
の
と
き
に
書
か
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
素
行
が
独
自
の
思
想
を
形
成
し
た
あ
と
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
こ
と
に
も
言
及
す
る
姿
勢
は
、
素
行
と
お
な
じ
よ
う

に
朱
子
学
を
批
判
し
た
仁
斎
や
徂
徠
に
は
見
ら
れ
な
い
。
素
行
が
日
本
の
こ
と
に
も
触
れ
る
一
因
と
し
て
、『
論
語
』
の
講
義
に
際
し
て
『
源

氏
物
語
』
を
例
に
出
す
、
羅
山
の
教
え
方
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

第
二
に
、
儒
学
の
講
義
に
お
い
て
兵
書
に
言
及
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
羅
山
は
「
六
ト
ウ
」（
『
六
韜
』
）
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

 

（
33
）

『
六
韜
』
は
『
孫
子
』『
呉
子
』
な
ど
と
並
ん
で
「
武
経
七
書
」
と
呼
ば
れ
、
兵
学
に
お
け
る
中
心
的
書
物
と
位
置

附
け
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
儒
学
を
志
し
て
い
た
羅
山
だ
っ
た
が
、
幕
府
か
ら
の
要
請
に
よ
り
『
六
韜
』『
三
略
』
な
ど
の
兵
書
の
講
義
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も
し
て
い
た
。

 

（
34
）

ま
た
『
三
略
諺
解
』
な
ど
の
著
作
も
あ
り
、
羅
山
は
兵
書
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
聞
書
』
で
『
六
韜
』
に
触
れ
て

い
る
の
も
、
そ
の
成
果
の
表
れ
だ
ろ
う
。 

 
一
方
素
行
の
方
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
通
り
、
儒
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
兵
学
者
で
も
あ
っ
た
。
儒
学
と
兵
学
と
は
素
行
の
中
で
は
つ

ね
に
併
存
し
て
お
り
、
終
生
そ
れ
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
素
行
の
あ
り
方
に
は
、
儒
学
の
講
義
に
兵
学
を
例
に
出
す
、

羅
山
の
姿
勢
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
く
な
く
と
も
、
儒
学
と
兵
学
と
が
対
立
し
合
う
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
羅
山
か
ら

学
ん
だ
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
三
に
、『
聞
書
』
を
見
て
い
る
と
、
羅
山
の
講
義
に
は
政
治
に
か
か
わ
る
発
言
が
多
い
こ
と
に
気
附
く
。
お
そ
ら
く
は
幕
府
に
対
し
て

朱
子
学
の
有
用
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
論
語
』
学
而
篇
第
十
二
章
「
有
子
曰
く
、
禮

の
用
は
、
和
貴
し
と
為
す
」

 

（
35
）

の
「
禮
」
に
つ
い
て
、
羅
山
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 

礼
―
― 

 

ト
云
、
貴
賤
上
下
キ
ツ
カ
リ
ト
シ
テ
、
臣
ハ
君
ノ
ソ
バ
ヘ
モ
不
来
コ
ソ
本
ナ
レ
。
君
臣
不
知
不
治
。
去
ハ
礼
、
儀
則
―
也
。

（
36
）

 

 

こ
こ
で
羅
山
は
、「
礼
」
を
も
っ
ぱ
ら
身
分
の
上
下
を
厳
格
化
す
る
も
の
と
し
て
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
江
戸
期
の
社
会
体
制
と
朱
子

学
と
の
親
和
性
を
主
張
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
無
論
、「
禮
」
を
身
分
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
決
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
『
論
語
』
学
而
篇
第
十
二
章
は
『
論
語
』
に
お
け
る
「
禮
」
の
初
出
な
の
だ
が
、『
集
注
』
の
当
該
箇
所
に
お

い
て
朱
子
は
身
分
の
こ
と
に
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
身
分
の
こ
と
に
言
及
す
る
の
は
、
羅
山
の
意
思
の
表
れ
だ

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
身
分
制
の
厳
格
化
を
重
視
す
る
こ
と
は
素
行
も
同
様
で
あ
る
。
素
行
が
「
禮
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
見
て
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み
よ
う
。 

 
竊
に
惟
ふ
に
、
禮
は
上
下
貴
賤
の
差
に
因
り
、
以
て
其
の
節
分
を
制
し
、
其
の
分
を
定
む
る
也
。
人
人
分
定
ま
れ
ば
、
情
守
る
所
あ

り
て
欲
自
ら
度
あ
り
。
情
欲
守
度
あ
れ
ば
、
奸
邪
生
ぜ
ず
、
倹
奢
其
の
中
を
得
。
（
『
治
平
要
録
』
巻
之
五
「
禮
政
」
）

 

（
37
）

 

 

素
行
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
幕
府
に
仕
え
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
思
想
は
つ
ね
に
為
政
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
江
戸
期
の
社
会
体
制
が
素
行
の
視
野
に
は
い
つ
も
入
っ
て
お
り
、
身
分
の
厳
格
化
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
そ
れ
は
終
生
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
禮
」
は
、
そ
の
身
分
の
厳
格
化
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
素
行
が
示
し
て
い
る
「
禮
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
認
識
や
、「
分
を
定
む
る
」
も
の
だ
と
い
う
説
明
の
仕
方
が
、
『
聞
書
』

に
お
け
る
羅
山
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
贅
言
を
要
せ
ぬ
だ
ろ
う
。
羅
山
と
の
近
似
が
、
素
行
に
お
い
て
自
覚
的
な
の

か
無
自
覚
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
す
く
な
く
と
も
羅
山
の
「
禮
」
に
つ
い
て
の
教
え
が
、
最
後
ま
で
素
行
に
と
っ
て
変
更
を
必

要
と
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
羅
山
か
ら
受
け
た
「
禮
」
の
考
え
方
は
間
違
い
な
く
素
行
に
受
継

が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
羅
山
の
教
え
の
中
に
は
、
最
後
ま
で
素
行
に
残
存
し
続
け
た
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
な
朱
子
学

へ
の
態
度
な
ど
明
確
に
変
化
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
素
行
の
根
幹
の
部
分
で
は
羅
山
か
ら
の
教
え
が
生
き
続
け
た
面
も
あ
る
こ
と

が
、
『
聞
書
』
か
ら
は
見
て
取
れ
る
。 
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お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
、
素
行
が
若
い
こ
ろ
に
羅
山
か
ら
受
け
た
教
え
に
つ
い
て
、
山
鹿
文
庫
所
蔵
の
『
聞
書
』
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
て
き

た
。
最
後
に
本
稿
の
考
察
の
近
世
思
想
史
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
思
想
史
に
お
け
る
素
行
の
位
置
附
け
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
朱
子
学
批
判
の
嚆
矢
と
い

う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
丸
山
眞
男
に
代
表
さ
れ
る

 
 
 

（
38
）

近
世
思
想
史
の
見
取
り
図
、
朱
子
学
→
古
学
の
流
れ
の
発
端
に
素
行
を
位
置
附
け
る

も
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
尾
藤
正
英
を
は
じ
め
と
す
る

 
 
 

（
39
）

多
く
の
反
論
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
ど
ち
ら
に
せ

よ
朱
子
学
の
批
判
者
と
し
て
の
素
行
の
扱
い
自
体
に
違
い
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
素
行
の
思
想
と
比
較
さ
れ
る
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
朱
子
を
中
心
と
し
た
宋
儒
の
思
想
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
の
ち
の
素
行
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
の
は
、
単
に
宋
儒
の
思
想
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

朱
子
学
一
尊
の
考
え
方
と
と
も
に
明
代
の
注
釈
の
活
用
も
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
素
行
が
乗
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
「
朱

子
学
」
の
中
に
は
、
明
代
の
注
釈
か
ら
得
た
像
が
混
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
素
行
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
朱
子
学
」
と
は
、
は
じ
め
の
段
階
で
す
で
に
羅
山
に
よ
る

偏
向
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
に
素
行
の
思
想
を
宋
儒
の
著
作
だ
け
と
直
截

比
較
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
素
行
が
克
服
す
べ
き
と
考
え
た
の
は
、
実
は
成
立
当
時
の
「
朱
子
学
」
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
羅
山
及
び
林
家
の
影
響
力
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
よ
う
に
朱
子
学
の
像
に
偏
向
が
か
か
っ
た
こ
と
は
、
素
行
一
人
の
問
題
に
と
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ど
ま
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
素
行
と
同
様
に
朱
子
学
か
ら
朱
子
学
批
判
に
転
じ
た
徂
徠
も
若
い
こ
ろ
は
林
門
に
学
ん
で

い
る
。

 
（
40
）

近
世
に
お
け
る
朱
子
学
の
広
が
り
と
林
家
の
方
法
論
と
の
関
係
は
、
今
後
検
討
が
必
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
一
方
で
本
稿
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
素
行
が
所
謂
「
朱
子
学
批
判
」
に
転
じ
た
あ
と
で
あ
っ
て
も
羅
山
の
教
え

の
一
部
が
残
存
し
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
羅
山
か
ら
教
わ
っ
た
内
容
の
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
羅
山
の
教
え
の
中
に
は
、
の
ち
の
素
行
の
志
向
と
合
致
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
最
後
ま
で
素
行
の
中
で
否
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
所
謂
「
朱
子
学
批
判
」
の
思
想
家

で
あ
る
素
行
と
朱
子
学
の
信
奉
者
で
あ
る
羅
山
と
の
あ
い
だ
に
相
通
ず
る
要
素
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
朱
子
学
を
軸
に
し
た
単
純
な
対
立

図
式
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
を
ど
う
位
置
附
け
る
か
、
考
え
直
す
必
要
も
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
う
え
で
も
『
聞
書
』
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
だ
が
、
私
の
力
量
不
足
も
あ
り
、
本
稿
で
は
十
分
な
理
解
ま

で
は
至
れ
な
か
っ
た
。
調
べ
切
れ
て
い
な
い
点
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
研
究
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。 

 

［
付
記
］
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
若
手
）「
山
鹿
素
行
関
連
文
献
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
廣
瀬
豊
篇
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
）
―
以
下
『
全
集
』
と
略
記
―
第
十
二
巻
、
五
七
一
～
五
七

二
頁
。 

（
2
）
羅
山
の
生
涯
に
つ
い
て
は
宇
野
茂
彦
『
叢
書
日
本
の
思
想
家
２ 

林
羅
山
・（
附
）
林
鵞
峰
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
二
）
参
照
。

ま
た
、
羅
山
を
含
む
林
家
の
弟
子
の
教
育
に
つ
い
て
は
揖
斐
高
『
江
戸
幕
府
と
儒
学
者
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
）
第
八
章
「
林
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家
塾
の
教
育
体
制
」
参
照
。

（
3
）
『
配
所
殘
筆
』
の
記
述
で
は
十
一
歳
の
と
き
に
羅
山
の
授
業
が
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
十
六
歳
の

と
き
に
も
羅
山
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
る
の
で
実
際
に
は
二
人
の
師
弟
関
係
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る
。

（
4
）
『
全
集
』
第
四
巻
、
七
頁
。

（
5
）『
全
集
』
第
十
五
巻
、
一
七
～
一
八
頁
。
な
お
、「
四
書
諺
解
」
が
現
存
し
て
い
な
い
の
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
大
火
で
焼

失
し
た
た
め
だ
と
い
う
。
『
年
譜
』
は
山
鹿
文
庫
本
に
よ
り
校
合
し
た
。

（
6
）
堀
勇
雄
『
人
物
叢
書 

山
鹿
素
行
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
）
三
二
〇
頁
。

（
7
）
た
と
え
ば
中
山
広
司
『
山
鹿
素
行
の
研
究
』
（
神
道
史
学
会
、
一
九
八
八
）
で
は
「
林
羅
山
の
も
と
で
儒
学
の
基
礎
を
固
め
た
こ

と
に
は
ま
ち
が
ひ
は
な
い
」（
二
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
を
教
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
8
）
山
鹿
文
庫
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
英
介
「
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
考
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
四
三
号 

文
学
研

究
篇
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
9
）『
山
鹿
素
行
全
集 

月
報
』
第
六
號
（
一
九
四
一
）
一
頁
。
な
お
、「
遺
著
解
題
」
と
は
『
全
集
』
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
、
素
行

の
著
作
に
対
す
る
解
題
で
あ
る
。

（
10
）
『
全
集
』
第
十
五
巻
、
八
九
三
頁
。
な
お
、
『
積
徳
堂
書
籍
目
録
』
は
山
鹿
文
庫
本
に
よ
り
校
合
し
た
。

（
11
）
注
（
8
）
の
廣
瀬
に
よ
る
「
遺
著
解
題
」

（
12
）
二
七
丁
表
。
な
お
原
文
に
は
返
り
点
や
送
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
で
は
そ
れ
ら
は
省
略
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
括
弧

内
に
読
み
方
を
補
っ
た
。
ま
た
、
句
読
点
は
私
に
補
っ
た
。
以
下
、
『
聞
書
』
の
引
用
は
す
べ
て
同
。

（
13
）「
賢
人
之
賢
而
易
其
好
色
之
心
、
好
善
有
誠
」
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（
14
）
な
お
、
『
尚
書
』
に
は
「
好
色
」
の
語
は
な
く
、
羅
山
が
具
体
的
に
ど
の
箇
所
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
。 

（
15
）
こ
の
部
分
は
『
漢
書
』
眭
弘
傳
に
あ
る
。
「
聖
人
承
天
、
賢
賢
易
色
、
取
法
於
此
」
ま
た
顔
師
古
の
注
は
「
師
古
曰
、
賢
賢
、
尊

上
賢
人
。
易
色
、
輕
略
於
色
、
不
貴
之
也
。
易
弋
二
反
」 

（
16
）
な
お
、『
春
秋
』
や
三
伝
は
書
名
こ
そ
見
え
な
い
が
、「
呉
季
子
」
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
春
秋
公
羊
傳
』
襄

公
二
五
年
に
あ
る
の
で
、
『
春
秋
』
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

（
17
）
ま
た
『
論
語
』
為
政
篇
第
五
章
の
解
説
で
は
「
日
本
ハ
牛
ガ
車
ヲ
ヒ
ク
也
。
唐
ニ
ハ
午
ガ
ヒ
ク
也
」
（
五
〇
丁
裏
）
と
日
本
の
こ

と
と
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。 

（
18
）
二
一
丁
表
。 

（
19
）「
鼓
之
舞
之
之
謂
作
、
言
振
起
其
自
新
之
民
也
」 

（
20
）『
大
學
聴
塵
』
の
引
用
は
大
島
晃
他
編
『
清
原
宣
賢
漢
籍
抄
翻
印
叢
刊
１ 

大
学
聴
塵
翻
印
之
部
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
）
に

よ
っ
た
。
同
書
七
四
頁
。 

（
21
）
武
田
祐
樹
「
古
典
を
読
む
と
い
う
行
為
の
一
展
開
―
抄
物
と
諺
解
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
―
」（
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
一
〇
、
二

〇
一
五
） 

（
22
）
清
原
家
の
経
書
解
釈
に
つ
い
て
は
水
上
雅
晴
「
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
―
清
原
宣
賢
を
中
心
に
―
」（
『
北
海
道
大
学
文
学
研
究

科
紀
要
』
二
〇
〇
八
）
、「
清
原
家
《
論
語
》
抄
物
に
お
け
る
経
説
―
清
原
宣
賢
《
論
語
聴
塵
》
を
中
心
と
し
て
―
」（
『
言
語
文
化

論
叢
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
四
）
参
照
。 

（
23
）
し
か
し
、
一
方
で
は
博
士
家
か
ら
学
ん
だ
も
の
も
羅
山
の
中
で
生
き
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
『
聞
書
』
に
見

え
る
書
名
の
中
に
は
仏
書
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
清
原
家
の
抄
物
に
は
仏
教
を
引
合
い
に
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
『
大
学
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聴
塵
』
は
「
至
善
」
に
つ
い
て
「
佛
教
ニ
合
テ
云
ハ
、
譬
ハ
、
妙
覚
如
來
也
」
（
『
大
学
聴
塵
翻
印
之
部
』
、
五
一
頁
）
と
説
明
し

て
い
る
。
『
本
朝
神
社
考
』
な
ど
で
仏
教
排
斥
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
羅
山
が
、
四
書
の
講
義
に
際
し
て
仏
書
に
言
及
す
る

の
は
、
博
士
家
に
受
け
た
講
義
の
影
響
が
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

（
24
）
堀
前
掲
書
参
照
。 

（
25
）
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
九
三
頁
。 

（
26
）「
在
親
民
ト
ハ
、
民
ハ
士
・
農
・
工
・
商
ノ
四
民
ノ
四
業
也
。
親
ト
云
字
ニ
、
親
愛
養
育
の
心
ア
リ
」（
『
大
学
要
略
』
上
、『
日
本

思
想
大
系 

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
、
四
二
頁
） 

（
27
）
大
島
晃
『
日
本
漢
学
試
論
―
林
羅
山
の
儒
学
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
）
参
照
。 

（
28
）
『
全
集
』
第
二
巻
、
七
八
頁
。 

（
29
）
大
島
前
掲
書
参
照
。 

（
30
）
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
九
五
頁
。 

（
31
）
三
十
代
後
半
か
ら
の
数
年
間
は
、
素
行
の
人
生
に
お
け
る
「
動
揺
期
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
素
行
の
思
想
に
つ
い
て
は
佐

久
間
正
『
徳
川
日
本
の
思
想
形
成
と
儒
教
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。 

（
32
）「
一
、
一
七
歳
之
冬
、
高
野
按
察
院
光
宥
法
印
よ
り
神
道
令
伝
授
候
。
神
代
之
巻
は
不
及
申
、
神
道
之
秘
傳
不
殘
令
伝
授
候
。
其

後
壮
年
之
比
、
廣
田
坦
斎
と
申
候
忌
部
氏
之
嫡
流
之
者
有
之
、
根
本
宗
源
之
神
道
令
伝
授
候
。
其
節
、
忌
部
神
道
之
口
訣
、
不
殘

相
傳
候
書
付
証
文
を
越
候
」
（
『
配
所
殘
筆
』
、
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
七
三
頁
）
。 

（
33
）
な
お
、
『
聞
書
』
で
挙
が
っ
て
い
る
箇
所
は
、
『
六
韜
』
文
師
篇
「
太
公
曰
、
緡
微
餌
明
、
小
魚
食
之
。
緡
綢
餌
香
、
中
魚
食
之
。

緡
隆
餌
豐
、
大
魚
食
之
」 



林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 

 － 181 －

（
34
）
宇
野
前
掲
書
参
照
。 

（
35
）「
有
子
曰
、
禮
之
用
、
和
為
貴
」 

（
36
）
三
五
丁
裏
～
三
六
丁
表
。 

（
37
）
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
六
九
六
頁
。 

（
38
）
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
） 

（
39
）
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
）
。
ま
た
同
氏
の
素
行
の
研
究
と
し
て
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
（
上
）

（
下
）」
（
『
思
想
』
五
六
〇
・
五
六
一
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
） 

（
40
）
宇
野
茂
彦
「
文
化
史
上
の
林
羅
山
の
価
値
」
（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
六
六
号
、
二
〇
一
八
）
参
照
。 

  
 



Lectures given by Hayashi Razan to Yamaga Sokō 

mainly described in Daigaku-Rongo-Tō-Kikigaki in the 

Yamaga Book Collection owned by the National Institute of 

Japanese Literature 

ISHIBASHI, KENTA 

Yamaga Sokō studied Confucianism under Hayashi Razan since his 

young age. In order to know Sokō's thought formation, it is important to 

know what kind of teaching Sokō received from Razan. However, sufficient 

research has not been done so far because it was thought that there was no 

historical material for investigate. In this article, by using the notes 

written down by Sokō on lectures given by Razan, Daigaku-rongo-tō–kikigaki 

held in the Yamaga book collection, we examined the contents of Razan's 

teaching and how the teaching influenced Sokō's thought. The 

Daigaku-rongo-tō–kikigaki was a lecture note on both the Daxue (The

Great Learning) and the Lunyu (the Analects). Sokō wrote this lecture note 

when he was sixteen. This lecture note tells us that Razan was giving a 

lecture based on Zhu Xi's Lunyu-jizhu (Collected comments on the Analects). 

Razan's lectures also widely refers to various books. Criticisms toward the 

Kiyohara family appeared noticeably in his lectures who can be interpreted 

as his manifestation of the intention to breach the conventional authority 

and to open up a new era. Being influenced by such Razan, when he was 

young, Sokō had developed thought in line with Razan's teachings such as 

reverence for the Zhu Xi school and his use of commentaries of the Ming 

dynasty. However, as Sokō eventually forming his own ideas, the influence 

from Razan was gradually denied. However, there are also some aspects 

which suggest that Razan's influence had remained for the rest of Sokō's 

life. In order to understand the positions of Razan and Sokō in the history 

of ideas, further research on the Daigaku-rongo-tō–kikigaki will be

necessary. 
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